
 

3-10-44 

10-2-1-3 重要な植物群落 

本調査対象区域内には、重要な植物群落として、「住吉干潟のヨシ群落」が環境省により

特定植物群落に指定されており、本年度調査でもその存在を確認した。 

重要な植物群落の選定根拠とした法律および文献を表 10-2-5 に、「住吉干潟のヨシ群落」

の概要を表 10-2-6 に、位置を図 10-2-5 に示した。 

「日本の重要な植物群落 II 四国版 徳島県・香川県・愛媛県・高知県」(環境庁.1988)

によれば、1986 年 9 月 7日実施の植生調査結果からの記述で、「汽水性干潟のやや高い所に

植生高 1.8ｍのヨシが純群落を形成し、その中に点在するさらに高まった所にはアイアシの

純群落が形成されている」としている。 

上記の記述は今年度調査における住吉干潟のヨシ群落の現況と概ね一致するが、ヨシの

植生高については、今年度調査の方がやや低い傾向にあった。 

 

 

表 10-2-5    重要な植物群落の選定根拠 

種別 法律または出典 

天然記念物 

特別天然記念物 

文化財保護法(1950.5.30) 

環境省指定の特定植物群落 「日本の重要な植物群落 II 四国版 徳島県・香川県・愛

媛県・高知県」(環境庁.1988) 

 

 

 

表 10-2-6   「住吉干潟のヨシ群落」の概要 

群落名 吉野川河口のヨシ群落 

選定根拠 環境省指定の特定植物群落 

選定基準 砂丘、断崖地、塩沼地、湖沼、河川、湿地、高山、石灰

岩地の特殊な立地に特有な植物群落または個体群で、そ

の群落の特徴が典型的なもの（「第 2 回自然環境保全基

礎調査事項」(環境庁.1987)より） 
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「日本の重要な植物群落Ⅱ 四国版」（環境庁，1988）より作成 

図 10-2-5    「住吉干潟のヨシ群落」の位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 No.10-2-44 : 住吉干潟のヨシ群落（コドラート No.185，H.19.10.24 撮影） 
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10-2-1-4 植物相 

春季及び秋季の植生調査の出現種にその他の現地確認種を加えて出現した植物は、河口

干潟 146 種，住吉干潟 116 種、合計 47 科 181 種であった。出現種の分類群別種数を表 10-2-7    

に、出現結果一覧を表 10-2-8 に示した。 

出現種を分類群別にみると、シダ植物はスギナ 1 種、裸子植物はクロマツ 1 種のみ出現

し、その他は全て被子植物であった。また木本植物はクロマツ、オニグルミ、ムクノキ、

エノキ、クスノキ、トベラ、シャリンバイ、ノイバラ、イタチハギ、センダン、ヌルデ、

ツルウメモドキ、アキグミ、ハマゴウの 14 種のみ出現し、その他は全て草本植物であった。 

本調査区域の植物相をみると、河口干潟という立地特性から、ヨシ、アイアシ、ウラギ

ク、ホソバノハマアカザ、コウボウムギ、コウボウシバ、ハマヒルガオ、ハマエンドウ、

ケカモノハシなど、塩生湿地や海岸砂丘に生育する草本類が多く含まれていた。 

また都市部における河川下流域の草原という要素も併せ持つことから、イネ科、キク科

などの外来種も多く含まれ、外来種は河口干潟 63 種，住吉干潟 42 種、計 72 種が出現した。

帰化率（全出現種に対する外来種の比率）は河口干潟 43.2％，住吉干潟 36.2％、全体では

39.8％であった。 

外来種のうち、「外来生物法」（環境省）における「特定外来生物」に該当するものとし

ては、アレチウリ、オオキンケイギク、ナルトサワギクの 3 種が確認された。また、同法

における「要注意外来生物」に該当するものとしては、シナダレスズメガヤ、ネズミホソ

ムギ、コマツヨイグサ、セイタカアワダチソウ、コセンダングサなど計 20 種が確認された。 

 

 

表 10-2-7   分類群別種数 

科数 種数 科数 種数 科数 種数
1 1 1 1

1 1 1 1
離弁花亜綱 24 58 26 49 26 74
合弁花亜綱 10 41 7 29 11 47

6 46 6 37 8 58
41 146 40 116 47 181
22 63 14 42 23 72

シダ植物門
裸子植物亜門

被子植物亜門
種子植物門 双子葉植物綱

単子葉植物綱

43.2 36.2 39.8

分類群
河口干潟 住吉干潟 合計

合計
外来種

帰化率（％）  
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表 10-2-8 (1)    出現結果一覧(1/3) 

5月 10月 5月 10月 5月 10月
1 シダ植物 ﾄｸｻ ｽｷﾞﾅ ● ●
2 裸子植物 ﾏﾂ ｸﾛﾏﾂ ● ●
3 被子植物 ｸﾙﾐ ｵﾆｸﾞﾙﾐ ● ● ●
4 双子葉植物 ﾆﾚ ﾑｸﾉｷ ●
5 離弁花類 ｴﾉｷ ● ● ●
6 ｸﾜ ｶﾅﾑｸﾞﾗ ●
7 ﾀﾃﾞ ｲﾇﾀﾃﾞ ●
8 ｲｼﾐｶﾜ ●
9 ｻﾅｴﾀﾃﾞ ● ●
10 ﾏﾏｺﾉｼﾘﾇｸﾞｲ ●
11 ｽｲﾊﾞ ● ● ● ●
12 ｱﾚﾁｷﾞｼｷﾞｼ ● ●
13 ﾅｶﾞﾊﾞｷﾞｼｷﾞｼ ● ● ● ●
14 ｷﾞｼｷﾞｼ ● ● ●
15 ｴｿﾞﾉｷﾞｼｷﾞｼ ● ●要(2)
16 ｵｼﾛｲﾊﾞﾅ ｵｼﾛｲﾊﾞﾅ ● ●
17 ﾊﾏﾐｽﾞﾅ ﾂﾙﾅ ● ●
18 ｽﾍﾞﾘﾋﾕ ﾋﾒﾏﾂﾊﾞﾎﾞﾀﾝ ● ●
19 ﾅﾃﾞｼｺ ﾉﾐﾉﾂﾂﾞﾘ ● ● ●
20 ｵﾗﾝﾀﾞﾐﾐﾅｸﾞｻ ● ● ● ●
21 ﾊﾏﾅﾃﾞｼｺ ● ●
22 ﾂﾒｸｻ ● ● ●
23 ﾑｼﾄﾘﾅﾃﾞｼｺ ● ● ● ●
24 ｼﾛﾊﾞﾅﾏﾝﾃﾏ ● ● ● ●
25 ﾏﾝﾃﾏ ● ● ●
26 ｳｼｵﾊﾅﾂﾒｸｻ ● ●
27 ｳｽﾍﾞﾆﾂﾒｸｻ ●
28 ﾉﾐﾉﾌｽﾏ ● ●
29 ｳｼﾊｺﾍﾞ ●
30 ｺﾊｺﾍﾞ ● ● ●
31 ｱｶｻﾞ ﾎｿﾊﾞﾉﾊﾏｱｶｻﾞ ● ● ● ●
32 ｼﾛｻﾞ ● ● ●
33 ｹｱﾘﾀｿｳ ● ●
34 ｺｱｶｻﾞ ● ● ● ●
35 ｵｶﾋｼﾞｷ ● ● ●
36 ﾋﾕ ﾂﾙﾉｹﾞｲﾄｳ ● ●
37 ｸｽﾉｷ ｸｽﾉｷ ● ●
38 ｷﾝﾎﾟｳｹﾞ ｾﾝﾆﾝｿｳ ● ● ●
39 ﾀｶﾞﾗｼ ● ●
40 ｱﾌﾞﾗﾅ ｾｲﾖｳｶﾗｼﾅ ● ●
41 ﾅｽﾞﾅ ●
42 ﾀﾈﾂｹﾊﾞﾅ ● ●
43 ﾏﾒｸﾞﾝﾊﾞｲﾅｽﾞﾅ ● ●
44 ﾊﾏﾀﾞｲｺﾝ ● ●
45 ﾍﾞﾝｹｲｿｳ ﾖｰﾛｯﾊﾟﾀｲﾄｺﾞﾒ ● ● ●
46 ｺﾓﾁﾏﾝﾈﾝｸﾞｻ ● ●
47 ﾄﾍﾞﾗ ﾄﾍﾞﾗ ●
48 ﾊﾞﾗ ｼｬﾘﾝﾊﾞｲ ●
49 ﾉｲﾊﾞﾗ ● ●
50 ﾏﾒ ｸｻﾈﾑ ●
51 ｲﾀﾁﾊｷﾞ ● ● ●要(4)・Ｗ100
52 ﾂﾙﾏﾒ ●
53 ﾔﾊｽﾞｿｳ ●
54 ﾊﾏｴﾝﾄﾞｳ ● ● ● ●
55 ﾒﾄﾞﾊｷﾞ ●
56 ｳﾏｺﾞﾔｼ ● ●
57 ｺﾒﾂﾌﾞﾂﾒｸｻ ● ● ● ●
58 ｼﾛﾂﾒｸｻ ● ● ●
59 ﾔﾊｽﾞｴﾝﾄﾞｳ ● ● ● ●
60 ﾅﾖｸｻﾌｼﾞ ● ●
61 ｽｽﾞﾒﾉｴﾝﾄﾞｳ ● ●
62 ｶｽﾏｸﾞｻ ● ●
63 ｶﾀﾊﾞﾐ ﾑﾗｻｷｶﾀﾊﾞﾐ ● ●要(2)
64 ｵｯﾀﾁｶﾀﾊﾞﾐ ● ● ● ●
65 ﾄｳﾀﾞｲｸﾞｻ ｴﾉｷｸﾞｻ ●
66 ﾅﾝｷﾝﾊｾﾞ ● ●
67 ｾﾝﾀﾞﾝ ｾﾝﾀﾞﾝ ● ●
68 ｳﾙｼ ﾇﾙﾃﾞ ●
69 ﾆｼｷｷﾞ ﾂﾙｳﾒﾓﾄﾞｷ ●
70 ｸﾞﾐ ｱｷｸﾞﾐ ●
71 ｳﾘ ｱﾚﾁｳﾘ ● ●特・Ｗ100
72 ｱｶﾊﾞﾅ ﾒﾏﾂﾖｲｸﾞｻ ● ●要(2)

河口干潟
住吉干潟

希少種 外来種中洲 右岸側科名 種名No. 分類群
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表 10-2-8 (2)    出現結果一覧(2/3) 

5月 10月 5月 10月 5月 10月
73 被子植物 ｱｶﾊﾞﾅ ｵｵﾏﾂﾖｲｸﾞｻ ● ●
74 双子葉植物 ｺﾏﾂﾖｲｸﾞｻ ● ● ● ● ● ●要(2)
75 合弁花類 ｾﾘ ﾊﾏﾎﾞｳﾌｳ ● ● ● ●
76 ｵﾔﾌﾞｼﾞﾗﾐ ● ●
77 ｶﾞｶﾞｲﾓ ｶﾞｶﾞｲﾓ ●
78 ｱｶﾈ ｵｵﾌﾀﾊﾞﾑｸﾞﾗ ● ●要(2)
79 ﾔｴﾑｸﾞﾗ ●
80 ﾍｸｿｶｽﾞﾗ ● ● ●
81 ﾋﾙｶﾞｵ ﾊﾏﾋﾙｶﾞｵ ● ● ● ●
82 ｱﾒﾘｶﾈﾅｼｶｽﾞﾗ ● ●要(2)
83 ｸﾏﾂﾂﾞﾗ ﾊﾏｺﾞｳ ● ●
84 ｼｿ ﾄｳﾊﾞﾅ ●
85 ﾎﾄｹﾉｻﾞ ●
86 ﾅｽ ｵｵｲﾇﾎｵｽﾞｷ ● ● ●
87 ｺﾞﾏﾉﾊｸﾞｻ ﾋｻｳﾁｿｳ ● ●
88 ﾏﾂﾊﾞｳﾝﾗﾝ ● ●
89 ﾄｷﾜﾊｾﾞ ●
90 ﾀﾁｲﾇﾉﾌｸﾞﾘ ● ● ● ●
91 ﾑｼｸｻ ●
92 ｵｵｲﾇﾉﾌｸﾞﾘ ● ●
93 ｶﾜﾁﾞｼｬ ● ● ●NT,NT(徳)
94 ｷﾂﾈﾉﾏｺﾞ ｷﾂﾈﾉﾏｺﾞ ●
95 ｵｵﾊﾞｺ ﾀﾁｵｵﾊﾞｺ ● ●
96 ｷｷｮｳ ﾋﾅｷｷｮｳｿｳ ● ● ● ●
97 ﾋﾅｷﾞｷｮｳ ● ●
98 ｷｸ ｶﾜﾗﾖﾓｷﾞ ●
99 ﾋﾒﾖﾓｷﾞ ● ● ● ●
100 ﾖﾓｷﾞ ● ● ● ● ●
101 ﾎｳｷｷﾞｸ ● ● ● ● ●
102 ｳﾗｷﾞｸ ● ● ●VU,VU(徳)
103 ｱﾒﾘｶｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ ● ● ●要(2)
104 ｺｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ ● ● ● ● ●要(2)
105 ｵｵｱﾚﾁﾉｷﾞｸ ● ● ●要(2)・Ｗ100
106 ｵｵｷﾝｹｲｷﾞｸ ● ●特,Ｗ100
107 ﾋﾒﾑｶｼﾖﾓｷﾞ ● ● ● ● ● ●要(2)
108 ｹﾅｼﾋﾒﾑｶｼﾖﾓｷﾞ ● ● ●
109 ﾊﾊｺｸﾞｻ ● ●
110 ﾀﾁﾁﾁｺｸﾞｻ ● ● ●
111 ﾁﾁｺｸﾞｻﾓﾄﾞｷ ● ● ● ●
112 ﾌﾞﾀﾅ ● ●要(2)
113 ｵｵﾁﾞｼﾊﾞﾘ ●
114 ﾖﾒﾅ ●
115 ｱｷﾉﾉｹﾞｼ ● ● ●
116 ﾎｿﾊﾞｱｷﾉﾉｹﾞｼ ● ● ● ●
117 ﾅﾙﾄｻﾜｷﾞｸ ● ● ● ● ●特
118 ｾｲﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ ● ● ● ● ● ● ●要(1)・Ｗ100
119 ｵﾆﾉｹﾞｼ ● ●
120 ﾉｹﾞｼ ● ● ●
121 ﾋﾒｼﾞｮｵﾝ ● ● ●要(2)・Ｗ100
122 ｵｵｵﾅﾓﾐ ● ● ●要(2)・Ｗ100
123 ｵﾆﾀﾋﾞﾗｺ ● ●
124 被子植物 ﾕﾘ ﾉﾋﾞﾙ ●
125 単子葉植物 ﾀｶｻｺﾞﾕﾘ ● ●
126 ｱﾂﾊﾞｷﾐｶﾞﾖﾗﾝ ● ● ●
127 ﾋｶﾞﾝﾊﾞﾅ ﾊﾏｵﾓﾄ ●
128 ﾔﾏﾉｲﾓ ﾆｶﾞｶｼｭｳ ●
129 ｱﾔﾒ ﾆﾜｾﾞｷｼｮｳ ● ● ●
130 ｲｸﾞｻ ｸｻｲ ●
131 ｽｽﾞﾒﾉﾔﾘ ●
132 ﾂﾕｸｻ ﾂﾕｸｻ ● ●
133 ｲﾈ ｱｵｶﾓｼﾞｸﾞｻ ● ●
134 ｶﾓｼﾞｸﾞｻ ● ● ●
135 ｺﾇｶｸﾞｻ ●
136 ﾇｶｽｽｷ ● ●
137 ﾊﾅﾇｶｽｽｷ ● ●
138 ﾒﾘｹﾝｶﾙｶﾔ ● ●要(2)
139 ﾊﾙｶﾞﾔ ● ●
140 ｶﾗｽﾑｷﾞ ● ● ●
141 ﾐﾉｺﾞﾒ ● ● ●
142 ﾋﾒｺﾊﾞﾝｿｳ ● ● ●
143 ｲﾇﾑｷﾞ ● ● ●
144 ｽｽﾞﾒﾉﾁｬﾋｷ ●

河口干潟
住吉干潟

希少種 外来種中洲 グランド科名 種名No. 分類群
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表 10-2-8 (3)    出現結果一覧(3/3) 

5月 10月 5月 10月 5月 10月
145 被子植物 ｲﾈ ﾔﾏｱﾜ ● ●
146 単子葉植物 ｷﾞｮｳｷﾞｼﾊﾞ ● ● ● ●
147 ｶﾓｶﾞﾔ ● ●要(4)・Ｗ100
148 ﾒﾋｼﾊﾞ ● ●
149 ｵﾋｼﾊﾞ ● ●
150 ｼﾅﾀﾞﾚｽｽﾞﾒｶﾞﾔ ● ● ● ●要(4)・Ｗ100
151 ｵﾆｳｼﾉｹｸﾞｻ ● ● ● ●要(4)・Ｗ100
152 ﾁｶﾞﾔ ● ● ● ●
153 ｹｶﾓﾉﾊｼ ● ● ●
154 ﾈｽﾞﾐﾎｿﾑｷﾞ ● ● ● ●要(4')
155 ｵｷﾞ ● ●
156 ｽｽｷ ●
157 ｱﾒﾘｶｽｽﾞﾒﾉﾋｴ ● ●
158 ﾀﾁｽｽﾞﾒﾉﾋｴ ● ●
159 ｱｲｱｼ ● ● ● ● ● ●
160 ﾖｼ ● ● ● ● ● ●
161 ﾂﾙﾖｼ ●
162 ｾｲﾀｶﾖｼ ● ●
163 ﾒﾀﾞｹ ● ●
164 ﾐｿﾞｲﾁｺﾞﾂﾅｷﾞ ●
165 ｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗ ● ● ●
166 ｲﾁｺﾞﾂﾅｷﾞ ● ●
167 ﾀﾏｵｵｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗ ● ● ● ●
168 ﾋｴｶﾞｴﾘ ● ●
169 ｺﾂﾌﾞｷﾝｴﾉｺﾛ ●
170 ｷﾝｴﾉｺﾛ ●
171 ｾｲﾊﾞﾝﾓﾛｺｼ ● ● ●
172 ﾈｽﾞﾐﾉｵ ●
173 ｶﾆﾂﾘｸﾞｻ ●
174 ﾅｷﾞﾅﾀｶﾞﾔ ● ● ●
175 ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ ｺｳﾎﾞｳﾑｷﾞ ● ● ● ●
176 ｺｳﾎﾞｳｼﾊﾞ ● ● ● ●
177 ｼｵｸｸﾞ ● ● ● ●
178 ｺｺﾞﾒｶﾞﾔﾂﾘ ●
179 ｲｶﾞｶﾞﾔﾂﾘ ●
180 ﾊﾏｽｹﾞ ●
181 ｲｿﾔﾏﾃﾝﾂｷ ●

116 68 62 8 80 31

注1)重要種選定基準
・「文化財保護法」（1950）における特別天然記念物、国・府・県・市・町指定天然記念物
・「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（1993）における希少野生動植物種
・「改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物－レッドデータブック－ ８植物Ⅰ（維管束植物）」（環境庁．(財)自然環境研究センター．2000）
Eｘ：絶滅、Ew：野生絶滅、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足

・「徳島県の絶滅のおそれのある野生生物」（徳島県．2001）
Eｘ(徳)：絶滅、CR+EN(徳)：絶滅危惧Ⅰ類、VU(徳)：絶滅危惧Ⅱ類、NT(徳)：準絶滅危惧、DD(徳)：情報不足、ＬＰ(徳)：地域個体群、ＡＮ(徳)：留意

注2)外来種選定にあたって参考とした資料
a)『雑草の自然史－たくましさの生態学－』付表「日本への帰化植物一覧表」（山口裕文．北海道大学図書刊行会．1997）
b)『原色日本帰化植物図鑑』（長田武正.保育社．1986）
c)『日本帰化植物写真図鑑－Plant invader600種－』（清水矩宏・森田弘彦・廣田伸七．全国農村教育協会．2001）
d)『－報道資料－  我が国の移入種（外来種）リスト（2002年５月版）』（環境省.2002）
e)『外来種ハンドブック』（日本生態学会．地人書館．2002）
f)『日本の帰化植物』（清水建美．平凡社．2003）
g)『河川における外来種対策に向けて（案）』（外来種影響・対策研究会．財団法人リバーフロント整備センター．2001）
h)「外来生物法」（環境省　自然環境局　野生生物課,2005）における特定外来生物、要注意外来生物
i)『検索入門針葉樹』（中川重年．保育社．1993）,
j)『山渓ハンディ図鑑３  樹に咲く花  離弁花①』（茂木透・石井英美・崎尾均・吉山寛ほか．山と渓谷社．2000）,
k)『山渓ハンディ図鑑４  樹に咲く花  離弁花②』（茂木透・城川四郎・高橋秀男・中川重年ほか．山と渓谷社．2000）,
l)『山渓ハンディ図鑑５  樹に咲く花  合弁花・単子葉・裸子植物』（茂木透・太田和夫・勝山輝男・高橋秀男ほか．山と渓谷社．2001）,

注3)「外来種」欄の記述内容について
特：特定外来生物(外来種選定参考資料「h」より)
要：要注意外来生物(外来種選定参考資料「h」より)
(1)被害に係る一定の知見はあり、引き続き指定の適否について検討する外来生物
(2)被害に係る知見が不足しており、引き続き情報の集積に努める外来生物
(3)選定の対象とならないが注意喚起が必要な外来生物（他法令の規制対象種、
現在植物防疫法の規制対象となっている４種の外来生物が選定されている。
無脊椎動物：アフリカマイマイ、スクミリンゴガイ、昆虫類：ホソオチョウ、アカボシゴマダラ)。今回該当種無し。

(4)別途総合的な取組みを進める外来生物（緑化植物）
(「(')」は、直接指定されてはいないが、要注意外来生物同士の雑種で、要注意外来生物に準ずると判断される種)

W100：外来種選定参考資料「e」における「ワースト100」該当種

出現種計　　 2 72
146

64 88
116

河口干潟
住吉干潟

希少種 外来種中洲 グランド科名 種名No. 分類群
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10-2-1-5 希少種 

希少種は、カワヂシャ、ウラギクの計 2種が確認された。 

希少種の選定基準と確認状況を表 10-2-9 に、カワヂシャ、ウラギクの確認位置を図

10-2-6 に示した。 

なお、指標種として挙げられているイセウキヤガラは、徳島県のＲＤＢではウラギクと

同ランク（VU：絶滅危惧Ⅱ類）の希少種であるが、今年度調査では確認されなかった。 

 

表 10-2-9   希少種の選定基準と確認状況 

春季 秋季 春季 秋季 ① ② ③ ④

1 ゴマノハグサ カワヂシャ Veronica undulata ● ● NT NT(徳)

2 キク ウラギク Aster tripolium ● ● VU VU(徳)

2 1 1 0 0 0 2 2

注)　重要種選定基準

①　「文化財保護法」（1950）における特別天然記念物、国・府・県・市・町指定天然記念物

②　「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（1993）における希少野生動植物種

③　「改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物－レッドデータブック－ ８植物Ⅰ（維管束植物）」（環境庁．(財)自然環境研究センター．2000）

　Eｘ：絶滅、Ew：野生絶滅、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足

④　「徳島県の絶滅のおそれのある野生生物」（徳島県．2001）

　Eｘ(徳)：絶滅、CR+EN(徳)：絶滅危惧Ⅰ類、VU(徳)：絶滅危惧Ⅱ類、NT(徳)：準絶滅危惧、DD(徳)：情報不足、ＬＰ(徳)：地域個体群、ＡＮ(徳)：留意

選定基準

合計　2科　2種

河口干潟 住吉干潟
No. 科名 種名 学名

 

 

1)カワヂシャ 

カワヂシャはゴマノハグサ科の一年草

で、環境省および徳島県でいずれも準絶

滅危惧種に指定されている。河川などの

水辺に生育するが、春季、河口干潟のヨ

シ群落内の植被の少ない微高地に 5 株と、

住吉干潟のアイアシ群落の下層に 10 株

ほどが確認された。いずれも特にカワヂ

シャの生育に適した場所とは考えにくく、

上流から流れ着いた種子が発芽したもの

と思われる。 

（写真 10-2-44：河口干潟，H.19.4.8 撮影） 

 

2)ウラギク 

ウラギクはキク科の多年草で、環境省

および徳島県でいずれも絶滅危惧Ⅱ類に

指定されている。塩沼地に特有の植物で

あり、春季・秋季に河口干潟のヨシ群落

内や群落の辺縁において、多数の生育お

よび開花結実が確認された。 

ウラギクの本調査域における生育状況

は良好であった。 

 

 

（写真 10-2-45：河口干潟，H.19.10.27 撮影） 
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＜春季調査＞ 

 

＜秋季調査＞ 

 

図 10-2-6  希少種の確認位置 
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 10-2-2 指標種と基盤環境 

本調査では、植生調査と並行して植生観察地点（2×2ｍの定点観察地点）で基盤環境調

査（標高、含泥率、貫入抵抗）を行った。 

本項では、調査対象区域における植生分布の基盤環境との関係を明らかにするため、指

標種の分布と基盤環境調査の計測結果を解析した。 

解析に当たり、表 10-1-4 に示した本調査の指標種に加え、今年度調査で確認された５種

類を加えた 14 種類の植物を抽出し解析する事とした。 

抽出した 14 種類は以下に示す３パタ－ンに区別される。 

  

・対象区域における塩生湿地植物群落の代表的な在来種： 

 ○ヨシ、○アイアシ、○ウラギク、○イソヤマテンツキ 

・対象区域における砂丘植物群落の代表的な在来種： 

○コウボウムギ、○コウボウシバ、○ケカモノハシ、○ハマヒルガオ、セイタカヨシ 

・対象区域の外来種のうち、外来生物法の特定外来生物および「日本の侵略的外来種ワ－

スト 100」（外来種ハンドブックより）選定種のうち、春季、秋季調査を通して 10 地点以

上に出現した種： 

 ○シナダレスズメガヤ、オオアレチノギク、セイタカアワダチソウ、ナルトサワギク 

  

                        注：○は指標種 

 

上記 14 種が出現した植生調査地点全てについて、出現状況（被度・群度）にかかわらず

生育地とみなし、基盤環境（標高、含泥率、貫入抵抗）との関係を調べた。また、植生調

査以外に、高茎草本群落調査（40 地点）地点での調査結果も加味して、植物と基盤環境の

関係を調べた。 
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 10-2-2-1 指標種と標高 

指標種の分布標高を図 10-2-7 および表 10-2-10 に示す。 

在来種についてみると、砂丘植物ではコウボウシバ、ハマヒルガオ、ケカモノハシ、コ

ウボウムギが分布標高の幅が広く、DL+2.0ｍ付近から DL+4.5ｍ付近の比高差約 2.5ｍの間

に分布している。 

塩生湿地植物ではヨシが分布範囲の幅がやや広く、DL+1.0ｍ付近から DL+2.5ｍ付近の比

高差約 1.5ｍであり、一方、アイアシ、ウラギク、イソヤマテンツキは狭く、アイアシで比

高差約 0.3ｍ、ウラギクで比高差約 0.15ｍであった。 

外来種についてみると、ナルトサワギクの分布標高の幅が比高差約 3ｍと広く、コウボウ

シバ、コウボウムギなどとほぼ重なり、砂丘生在来種の多くと競合していることが確認で

きる。その他の外来種では、オオアレチノギクが比高差約 1.6ｍであり、オニウシノケグサ、

シナダレスズメガヤの分布標高の幅は狭く、比高差約 0.2～0.3ｍ程度であった。 
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図 10-2-7  指標種が分布する標高の範囲 

 

表 10-2-10  指標種の分布標高一覧 

区分 最小(m) 最大(m) 平均(m) 出現地点数 最小(m) 最大(m) 平均(m) 出現地点数
イソヤマテンツキ 指 1.768 1.768 1.768 2 1.812 1.812 1.812 1
ウラギク 指、希 1.714 1.888 1.785 21 1.751 2.027 1.871 22
ヨシ 指 1.024 2.666 1.850 82 1.142 2.575 1.890 82
アイアシ 指 1.727 2.183 1.947 25 1.778 2.426 1.971 25
オニウシノケグサ ワ 2.337 2.570 2.401 5 2.343 2.535 2.398 5
セイタカアワダチソウ ワ 2.063 2.666 2.412 9 2.116 2.589 2.443 10
コウボウシバ 指 1.714 4.213 2.466 126 1.751 4.490 2.489 122
シナダレスズメガヤ 指、ワ 2.354 2.660 2.531 4
ナルトサワギク 特 1.714 4.376 2.455 81 2.124 4.706 2.654 66
オオアレチノギク ワ 2.197 3.738 2.617 24 2.278 2.471 2.391 11
ハマヒルガオ 指 1.714 4.213 2.591 97 2.026 4.490 2.584 93
ケカモノハシ 指 1.926 4.450 2.726 36 2.056 4.630 2.747 36
コウボウムギ 指 1.864 4.649 2.887 52 1.883 4.630 2.906 48
セイタカヨシ － 2.738 4.213 3.435 8 2.734 4.490 3.508 8

区分 最小(m) 最大(m) 平均(m) 出現地点数 最小(m) 最大(m) 平均(m) 出現地点数
イソヤマテンツキ 指 1.768 1.812 1.783 3
ウラギク 指、希 1.714 2.027 1.829 43
ヨシ 指 1.244 2.521 1.703 34 1.024 2.666 1.841 198
アイアシ 指 1.771 2.220 2.006 12 1.727 2.426 1.968 62
オニウシノケグサ ワ 2.337 2.570 2.399 10
セイタカアワダチソウ ワ 2.063 2.666 2.428 19
コウボウシバ 指 1.714 4.490 2.477 248
シナダレスズメガヤ 指、ワ 2.354 2.660 2.531 4
ナルトサワギク 特 1.714 4.706 2.544 147
オオアレチノギク ワ 2.197 3.738 2.546 35
ハマヒルガオ 指 1.714 4.490 2.587 190
ケカモノハシ 指 1.926 4.630 2.736 72
コウボウムギ 指 1.864 4.649 2.896 100
セイタカヨシ － 2.734 4.490 3.471 16

種名

種名

備考
１．区分に記載した内容は以下の通り。
　指：本調査の指標種
　希：環境省、徳島県RDB選定種
　ワ：『外来種ハンドブック』
　　　日本の侵略的外来種ワースト100
　　　選定種
　特：外来生物法、特定外来生物等一覧
　　　選定種
2.指標種の内イセウキヤガラは今年度確
  認出来なかった。
3.『外来種ハンドブック』選定種は、全調査
　集計で10地点以上出現が確認された種
　について選定した。
4.シナガレスズメガヤは秋季調査の直前
  に本調査範囲で駆除作業が行われてい
  た関係で、秋季調査時には確認出来な
  かった。

秋季(H19.10月)

全調査総計

春季(H19.5,6月)

夏季(H19.8月：高茎草本群落調査)
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 10-2-2-2 指標種と含泥率 

指標種の分布する含泥率の範囲を図 10-2-8 および表 10-2-11 に示す。 

在来種についてみると、塩湿地生植物であるヨシ、アイアシ、ウラギク、イソヤマテン

ツキの 4 種の平均値が 30～35％程度、砂丘生植物であるコウボウシバ、ハマヒルガオ、ケ

カモノハシ、コウボウムギの 4種の平均値が 5～10％程度であり、平均値では明らかに差が

みられる。 

ただし分布範囲はいずれも広くほぼ重複しており、このことから本調査区域では、上記

の植物にとって含泥率が分布の制限因子としてはやや弱いことが窺える。 

セイタカヨシについては、分布範囲は 5％未満に限られ、砂質地に分布が限られている。 

外来種についてみると、ナルトサワギクの分布範囲が広く、0～87.5％に及んでおり、標

高分布とともに高い適応性を示している。その他の外来種のうち、シナダレスズメガヤの

分布範囲は 2.5％付近に限られ、砂質地に分布が限られている。 
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図 10-2-8   指標種が分布する含泥率の範囲  

 

   表 10-2-11    指標種が分布する含泥率の範囲 

区分 最小(%) 最大(%) 平均(%) 出現地点数 最小(%) 最大(%) 平均(%) 出現地点数
セイタカヨシ － 0.6 2.9 1.9 8 0.3 4.9 2.4 8
シナダレスズメガヤ 指、ワ 1.5 5.4 3.0 4
オオアレチノギク ワ 0.6 15.5 4.2 24 0.7 18.6 4.7 11
コウボウムギ 指 0.6 66.6 6.1 52 0.2 30.2 4.1 48
セイタカアワダチソウ ワ 1.7 66.6 12.3 9 1.9 9.5 5.0 10
ケカモノハシ 指 0.6 66.6 10.5 36 0.2 51.1 7.6 36
ナルトサワギク 特 0.7 87.5 12.3 81 0.0 33.3 5.1 66
ハマヒルガオ 指 0.6 87.5 10.6 97 0.0 75.0 7.9 93
コウボウシバ 指 0.6 87.5 11.0 126 0.0 75.0 9.8 122
オニウシノケグサ ワ 3.1 15.7 11.9 5 1.7 29.1 13.1 5
アイアシ 指 3.4 82.8 25.5 25 2.3 83.8 30.3 25
イソヤマテンツキ 指 24.0 37.8 30.9 2 41.1 41.1 41.1 1
ヨシ 指 0.9 95.9 31.7 82 0.3 93.1 33.2 82
ウラギク 指、希 14.2 56.4 36.0 21 5.6 56.2 34.8 22

区分 最小(%) 最大(%) 平均(%) 出現地点数 最小(%) 最大(%) 平均(%) 出現地点数
セイタカヨシ － 0.3 4.9 2.1 16
シナダレスズメガヤ 指、ワ 1.5 5.4 3.0 4
オオアレチノギク ワ 0.6 18.6 4.4 35
コウボウムギ 指 0.2 66.6 5.1 100
セイタカアワダチソウ ワ 1.7 66.6 8.5 19
ケカモノハシ 指 0.2 66.6 9.0 72
ナルトサワギク 特 0.0 87.5 9.1 147
ハマヒルガオ 指 0.0 87.5 9.3 190
コウボウシバ 指 0.0 87.5 10.4 248
オニウシノケグサ ワ 1.7 29.1 12.5 10
アイアシ 指 13.3 81.2 45.3 12 2.3 83.8 31.3 62
イソヤマテンツキ 指 24.0 41.1 34.3 3
ヨシ 指 4.1 87.5 47.7 34 0.3 95.9 35.1 198
ウラギク 指、希 5.6 56.4 35.4 43

種名

種名

備考
１．区分に記載した内容は以下の通り。
　指：本調査の指標種
　希：環境省、徳島県RDB選定種
　ワ：『外来種ハンドブック』
　　　日本の侵略的外来種ワースト100
　　　選定種
　特：外来生物法、特定外来生物等一覧
　　　選定種
2.指標種の内イセウキヤガラは今年度確
  認出来なかった。
3.『外来種ハンドブック』選定種は、全調査
　集計で10地点以上出現が確認された種
　について選定した。
4.シナガレスズメガヤは秋季調査の直前
  に本調査範囲で駆除作業が行われてい
  た関係で、秋季調査時には確認出来な
  かった。

秋季(H19.10月)

全調査総計

春季(H19.5,6月)

夏季(H19.8月：高茎草本群落調査)
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 10-2-2-3 指標種と貫入抵抗 

指標種の分布する貫入抵抗の範囲を図 10-2-9 および表 10-2-12 に示す。 

指標種の分布と貫入抵抗値との関係をみると、ヨシの分布範囲が広く 2.1 から 35.8 の間

であった。その他の指標種については概ね 15 ㎜から 35 ㎜の間に分布がみられ、特に際だ

った傾向はみられなかった。 
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図 10-2-9   指標種が分布する貫入抵抗の範囲 

 

表 10-2-12  指標種が分布する貫入抵抗の範囲 

区分 最小(%) 最大(%) 平均(%) 出現地点数 最小(%) 最大(%) 平均(%) 出現地点数
セイタカヨシ － 13.5 27.9 21.1 8 13.5 23.1 19.9 8
シナダレスズメガヤ 指、ワ 13.6 28.9 21.1 4
コウボウムギ 指 13.8 32.6 23.0 52 14.9 32.1 24.1 48
ケカモノハシ 指 15.1 31.2 23.4 36 14.1 31.9 24.0 36
ハマヒルガオ 指 13.5 32.6 23.9 97 13.5 33.0 23.9 93
セイタカアワダチソウ ワ 17.2 31.5 25.1 9 14.4 29.3 23.0 10
ヨシ 指 3.4 35.8 25.4 82 2.1 33.4 24.6 82
ナルトサワギク 特 13.6 34.5 24.4 81 13.6 32.1 24.1 66
コウボウシバ 指 13.6 34.5 24.4 126 13.5 33.4 24.4 122
オオアレチノギク ワ 18.7 31.5 24.2 24 16.4 29.8 25.3 11
オニウシノケグサ ワ 23.3 28.2 26.0 5 23.6 30.1 27.1 5
アイアシ 指 14.3 32.9 26.8 25 15.3 33.4 27.3 25
ウラギク 指、希 16.9 34.5 29.8 21 21.6 32.6 27.6 22
イソヤマテンツキ 指 30.1 34.5 32.3 2 32.6 32.6 32.6 1

区分 最小(%) 最大(%) 平均(%) 出現地点数 最小(%) 最大(%) 平均(%) 出現地点数
セイタカヨシ － 13.5 27.9 20.5 16
シナダレスズメガヤ 指、ワ 13.6 28.9 21.1 4
コウボウムギ 指 13.8 32.6 23.5 100
ケカモノハシ 指 14.1 31.9 23.7 72
ハマヒルガオ 指 13.5 33.0 23.9 190
セイタカアワダチソウ ワ 14.4 31.5 24.0 19
ヨシ 指 2.7 32.9 20.8 34 2.1 35.8 24.3 198
ナルトサワギク 特 13.6 34.5 24.3 147
コウボウシバ 指 13.5 34.5 24.4 248
オオアレチノギク ワ 16.4 31.5 24.5 35
オニウシノケグサ ワ 23.3 30.1 26.5 10
アイアシ 指 22.4 32.1 26.9 12 14.3 33.4 27.0 62
ウラギク 指、希 16.9 34.5 28.7 43
イソヤマテンツキ 指 30.1 34.5 32.4 3

種名

種名

備考
１．区分に記載した内容は以下の通り。
　指：本調査の指標種
　希：環境省、徳島県RDB選定種
　ワ：『外来種ハンドブック』
　　　日本の侵略的外来種ワースト100
　　　選定種
　特：外来生物法、特定外来生物等一覧
　　　選定種
2.指標種の内イセウキヤガラは今年度確
  認出来なかった。
3.『外来種ハンドブック』選定種は、全調査
　集計で10地点以上出現が確認された種
　について選定した。
4.シナガレスズメガヤは秋季調査の直前
  に本調査範囲で駆除作業が行われてい
  た関係で、秋季調査時には確認出来な
  かった。

秋季(H19.10月)

全調査総計

春季(H19.5,6月)

夏季(H19.8月：高茎草本群落調査)
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10-2-3 高茎草本群落調査 

10-2-3-1 調査結果の概要 

高茎草本群落調査は、底生生物調査のヨシ原群落調査 25 地点と、鳥類調査の繁殖状況調

査で確認したオオヨシキリ営巣地点である 15 地点（Y1～Y15）の合計 40 地点で調査を実施

した。なお、ヨシ群落調査 25 地点のうち 16 地点については、平成 18 年度と同一箇所で継

続調査を行った。 

高茎草本群落調査結果の総括を表 10-2-13 に、地点別茎密度を図 10-2-10 に示した。 

図 10-2-10 は地盤高によって地点を並び替えたものであるが、これをみると地盤が上が

るにともなってヨシの茎密度は減少し、替わってアイアシの茎密度が増加している。 

なお、オオヨシキリ営巣地点の多くがアイアシの分布範囲と重なることから、本年度の

オオヨシキリの営巣場所はアイアシ群落に多くみられたことが確認される。 

 

表 10-2-13   高茎草本群落調査総括表 

茎数(本)
平均幹径
(mm)

平均茎高(m) 枯茎数(本) 計測植物
地盤高
(DL：m)

含泥率
(%)

貫入抵抗
(mm)

No.5.0_150 10.0 3.7 0.75 3.5 ﾖｼ 1.524 34.4 21.6 ヨシ原 ヨシ群落
No.5.0_300 11.0 3.6 0.58 2.0 ﾖｼ 1.608 37.9 24.4 ヨシ原 ヨシ群落
No.4.5_300 10.0 3.3 0.60 2.5 ﾖｼ 1.614 36.8 23.1 ヨシ原 ヨシ群落
No.5.0_200 12.0 3.7 0.54 4.5 ﾖｼ 1.617 34.0 21.1 ヨシ原 ヨシ群落
No.4.5_350 6.0 3.6 0.79 7.0 ﾖｼ 1.623 67.0 20.4 ヨシ原 ヨシ群落
No.4.5_250 9.0 3.6 0.84 10.5 ﾖｼ 1.647 27.5 20.4 ヨシ原 ヨシ群落
No.5.0_250 14.0 3.5 0.74 6.0 ﾖｼ 1.658 25.0 18.7 ヨシ原 ヨシ群落
No.4.0_250 8.0 3.7 0.76 3.0 ﾖｼ 1.663 37.4 17.2 ヨシ原 ヨシ群落
No.5.5_200 7.0 3.9 0.64 1.5 ﾖｼ 1.687 12.6 20.6 ヨシ原 ヨシ群落
No.3.5_300 7.5 3.4 0.86 4.0 ﾖｼ 1.709 66.7 25.9 ヨシ原 ヨシ群落
No.4.0_300 10.5 3.8 0.54 4.5 ﾖｼ 1.717 14.4 27.6 ヨシ原 ヨシ－シオクグ群落
Y15 9.0 4.6 1.26 7.0 ﾖｼ,ｱｲｱｼ 1.771 41.8 27.5 営巣 ヨシ群落
No.4.0_150 6.0 4.8 1.11 2.5 ﾖｼ 1.778 45.2 32.9 ヨシ原 ヨシ群落
No.4.5_150 9.0 4.1 0.84 0.0 ﾖｼ,ｱｲｱｼ 1.779 13.3 27.7 ヨシ原 ヨシ群落
Y12 5.0 5.6 1.84 3.0 ﾖｼ,ｱｲｱｼ 1.880 50.2 32.1 営巣 アイアシ群落
Y11 12.0 5.3 1.68 14.0 ﾖｼ,ｱｲｱｼ 1.961 57.1 23.3 営巣 アイアシ群落
Y13 11.0 5.7 1.78 7.0 ﾖｼ,ｱｲｱｼ,ﾋﾒﾖﾓｷﾞ 1.986 40.7 24.9 営巣 ヨシ群落
Y10 14.0 5.9 2.28 6.0 ｱｲｱｼ 2.068 29.4 30.9 営巣 アイアシ群落
Y8 5.0 7.6 2.03 11.0 ｱｲｱｼ 2.074 25.0 26.6 営巣 アイアシ群落
Y9 8.0 5.0 1.96 10.0 ﾖｼ,ｱｲｱｼ 2.142 13.5 22.4 営巣 ヨシ群落
Y14 6.0 4.5 1.31 4.0 ｱｲｱｼ 2.220 50.9 31.6 営巣 ヨシ群落
No.6.25_425 6.0 3.1 0.70 5.0 ﾖｼ,ﾋﾒﾑｶｼﾖﾓｷﾞ 2.521 4.1 25.6 ヨシ原 ヨシ群落（砂丘）
No.-7.0_150 14.0 3.6 0.90 5.0 ﾖｼ 1.244 78.5 7.5 ヨシ原 ヨシ群落
No.-3.5_50 10.5 3.6 0.76 7.0 ﾖｼ 1.286 77.5 4.4 ヨシ原 ヨシ群落
No.-4.0_50 11.5 3.6 0.95 6.0 ﾖｼ 1.290 78.8 2.7 ヨシ原 ヨシ群落
No.-4.5_50 8.5 3.8 0.96 9.0 ﾖｼ 1.362 56.9 8.7 ヨシ原 ヨシ群落
No.-3.0_50 9.5 3.7 0.72 3.5 ﾖｼ 1.365 84.2 7.1 ヨシ原 ヨシ群落
No.-5.0_100 9.0 3.8 0.72 9.5 ﾖｼ 1.455 87.5 5.5 ヨシ原 ヨシ群落
No.-5.0_50 10.0 4.1 0.75 11.0 ﾖｼ 1.543 86.0 9.9 ヨシ原 ヨシ群落
No.-3.5_100 10.5 3.6 0.63 3.0 ﾖｼ 1.651 7.0 29.9 ヨシ原 ヨシ－シオクグ群落
Y1 9.0 4.2 1.35 15.0 ﾖｼ 1.661 33.0 24.9 営巣 ヨシ群落
No.-7.5_300 9.0 4.3 0.84 6.0 ﾖｼ 1.569 72.0 20.5 ヨシ原 ヨシ群落
No.-7.5_150 13.5 3.9 0.83 4.5 ﾖｼ 1.573 84.7 20.7 ヨシ原 ヨシ群落
No.-8.0_300 9.5 4.7 0.96 0.0 ﾖｼ 1.855 84.9 25.4 ヨシ原 ヨシ群落
Y2 7.0 5.1 2.25 7.0 ﾖｼ 1.942 34.4 30.5 営巣 アイアシ群落
Y5 9.0 5.1 2.24 3.0 ｱｲｱｼ 1.998 66.1 25.3 営巣 ヨシ群落
Y6 5.0 5.0 2.06 14.0 ｱｲｱｼ 2.042 74.4 26.4 営巣 アイアシ群落
Y3 10.0 6.0 2.23 5.0 ﾖｼ 2.102 45.6 25.9 営巣 アイアシ群落
Y4 10.0 5.4 2.35 5.0 ﾖｼ 2.135 50.9 25.9 営巣 アイアシ群落
Y7 9.0 5.1 2.37 7.0 ｱｲｱｼ 2.149 81.2 23.9 営巣 アイアシ群落
注１：地点区分は、ヨシ原＝底生生物ヨシ原調査と同一地点、営巣＝オオヨシキリ営巣地点を示す。
注２：高茎草本計測結果の地点区分毎の計測範囲は以下の通りである。
　　　①ヨシ原調査点：２×２ｍコドラ－ト内に設定した２箇所の0.25×0.25ｍサブコドラ－トでの計測結果の平均値を示す。
　　　②営巣調査点　：オオヨシキリ営巣箇所を中心に設定した0.25×0.25ｍサブコドラ－ト内で計測した結果を示す。
注３：ヨシ原調査点の基盤環境計測結果は、基盤環境調査での春季の調査結果を記載した。
注４：群落名は春季の植生図を元に引用した。
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10-2-3-2 高茎草本の密度と茎高 

高茎草本群落調査結果より、高茎草本の密度（25cm 角のサブコドラ－ト内に生育する生

茎の本数）と茎高(同じコドラート内の茎高の平均値)との関係を調べ、図 10-2-11 に示し

た。 

この図から、ヨシの平均茎高が 1ｍ以下の地点が数多くあったことが分かる。またヨシに

ついては、比較的高密度で平均茎高の低い地点が多かった。 

アイアシについては、平均茎高が 1.5ｍから 2.5ｍの間の地点が多く、平均茎高 1ｍ以下

の地点は 1 地点しかみられなかった。また密度が高いほど平均茎高が上がる傾向がみられ

た。 
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図 10-2-11   茎密度と茎高 
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10-2-3-3 高茎草本の茎高と基盤環境 

高茎草本群落調査結果より、高茎草本の平均茎高（25cm 角のサブコドラ－ト内に生育す

る生茎の茎高の平均値）と基盤環境（地盤高、含泥率、貫入抵抗）との関係を調べ、図 10-2-12

～図 10-2-14 に示した。 

これらの図のうち、地盤高と茎高の関係において、ヨシとアイアシはともに地盤の高い

地点で茎高がやや高くなる傾向がみられた。含泥率および貫入抵抗と茎高については、明

瞭な関係はみられなかった。 
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図 10-2-12   地盤高と茎高 
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図 10-2-13   含泥率と茎高 
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図 10-2-14   貫入抵抗と茎高 
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10-2-3-4 高茎草本の密度と基盤環境 

高茎草本群落調査結果より、単位面積(25cm 角のサブコドラ－ト)当たりの高茎草本の密

度と基盤環境（地盤高、含泥率、貫入抵抗）の関係を調べ、図 10-2-15～図 10-2-17 に示し

た。 

これらの図より、ヨシについては地盤高の低い地点で密度がやや高い傾向がみられた。

含泥率および貫入抵抗と密度については、明瞭な関係はみられなかった。 
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図 10-2-15   地盤高と密度 
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図 10-2-16   含泥率と密度 
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図 10-2-17   貫入抵抗と密度 
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10-3 考察  

10-3-1 植生分布の経年変化 

10-3-1-1 調査時期 

調査対象区域の植生分布の経年変化をみるため、平成 15 年度～本年度（平成 19 年度）に

かけて作成された植生図を比較した。表 10-3-1 に平成 15 年から今年度の植生調査の調査時

期の一覧を、図 10-3-1 に河口干潟の植生図を、図 10-3-2 に住吉干潟の植生図を平成 15 年

～平成 18 年の順に並べて整理した。 

 

植生調査は、平成 17 年度は秋季に 1 回、平成 18 年度以降は春季、秋季の 2回行われた。

また例年春季調査は 5～6月に、秋季調査は 9～11 月に行われた。 

 

   表 10-3-1  植生調査・調査時期（平成 15 年度から平成 19 年度） 

年度 調査時期 調査期間 備考 

平成 15 年度 秋季 

（9～11 月）

第 1回：H15/9/12～9/12 

第 2 回：H15/10/14 

第 3 回：H15/11/13～11/14 

左記 3回の調査結果

を元に 1枚の植生図

を作成した 

春季 H16/5/25/～5/28 平成 16 年度

秋季 H16/9/21～9/23、11/10 

 

春季 H17/5/7～5/9 平成 17 年度

秋季 H17/9/24～9/25、10/22～10/23 

 

春季 H18/5/29/～6/5 平成 18 年度

秋季 H18/10/16～10/19、10/22～10/24 

 

春季 H19/5/25/～5/27、5/30～6/2 平成 19 年度

秋季 H19/10/22～10/24、10/27～10/30 
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10-3-1-2 干潟形状の変化 

植生図の比較に先立ち、植生分布の重要な環境要素である生育基盤となる干潟形状が平成

15 年度以降、航空写真から読みとれる顕著な変化が確認された時期について、植物の分布

する砂丘部分（潮上帯より上部の満潮時に水没しない地域）を中心に確認した。 

 1)河口干潟 

河口干潟の砂丘部分は、平成 15 年度から今年度にかけて、大まかには河口干潟の左岸に

“く”の字状に確認された。また、上流側の右岸寄りおよびヨシ原内に点在する形で高地盤

帯が確認された。 

次に平成 15 年度以降で地形の変化が確認された箇所を示す。 

① 最上流部の砂丘部分の後退 
平成 16 年の春季と秋季の間に、上流側に延びていた砂丘部分が約 50ｍ後退した。この状

況は平成 16 年秋季以降大きな変化がなく、後退した部分は平成 19 年度秋季まで復元してい

ない。 

② 上流部での高地盤帯の分断 
平成 16 年秋季と平成 17 年春季の間に、上流側から約 100ｍの位置で高地盤部が分断され

た。この状況は平成 16 年度以降変化せず、分断された部分は平成 19 年度秋季まで継続して

いる。 

③ 中央部左岸側（北端）の変形 
平成 15年秋季と平成16年春季の間に、干潟中央部の北端で砂丘が約100ｍ程度突出した。

この突出部は平成 16 年度中は確認されたが、平成 17 年度秋季には消滅した。その後この部

分は、大きな変化は確認されないが平成 18 年度秋季以降少しずつ北側に広がりつつある状

況にある。 

④ 最下流砂丘部の緩やかな後退 
平成 17 年春季以降、最下流部の砂丘部が緩やかに後退する傾向にある。平成 17 年春季と

今年度秋季を比べると約 70ｍ程度後退した。 

 

なお上記①から④の地形変化のうち、①～③の変化が確認された平成 16 年春から平成 17

年の春季の間には、近年で最も多数の台風が上陸した時期にあたり、吉野川でも顕著な増水

の発生が記録されている。このため、①～③の顕著な地形変化は、増水による影響が原因と

考えられる。 

また、④最下流部の後退は、当該時点周辺の潮間帯～潮下帯が、H15 年度以降、頻繁に変

化している事から、河口部から侵入する海上波浪の影響により砂丘部が浸食されている可能

性が考えられる。 

2)住吉干潟 

住吉干潟は、平成 15 年から今年度秋季まで潮上帯より上部では大きな地形変化は確認さ

れなかった。 

 

10-3-1-3 植生分布の変化 

上記の砂丘部分の地形変化を踏まえた上で、植生図を元に群落の変化を確認した。なお、

群落変化を整理するに当たり、植生図作成時の群落境界の決定が調査技術者の判断に依存す

る事を考慮して整理した。 

  1)河口干潟 

河口干潟では、植物群落全体の大まかな分布パターンは、干潟中央部の潮間帯から砂丘部

にかけて広がるヨシ群落、前述した左岸側の砂丘部でのコウボウシバ、コウボウムギ等の砂
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丘植物の分布および砂丘部の内部やヨシ原内の高地盤高箇所に分布する陸生の草本群落で

あった。この構造は、顕著には変化していないが、砂丘部での群落分布は調査時期により以

下に示す変化が確認されている。 

① 平成 16 年秋季と平成 17 年春季の間に、上流側右岸寄りの高地盤帯の縁部に分布してい
た塩生植物群落であるイセウキヤガラ群落が植生図上から消滅した。イセウキヤガラ群

落はその後平成 19 年度秋季まで確認されていない。 

② 平成 17 年の春季以降、ヨシ群落内の高地盤帯に分布するアイアシ群落が、既存群落の
面積が徐々に拡大するとともに、あらたなアイアシ群落の出現も確認され、ゆるやかに

拡大する傾向にある。 

③ 平成 17 年の秋季以降、右岸側の砂丘部分で緩やかに植物生息帯が広がる傾向にある。
また、植生群落も経年的に主要な海浜植生であるケカモノハシ、コウボウシバ、コウボ

ウムギ主体の群落内に、徐々にナルトサワギク等が混成しつつある傾向にあった。 

④ 平成 16、17 年の秋季には、砂丘植生分布域の中央部などの他の年度より広い範囲でゴ
ミ堆積域が複数箇所出現した。平成 16 年秋季のゴミ堆積域は翌平成 17 年春季には大部

分がネズミホソムギ－ハマニンニク群落に、一部がケカモノハシ-コウボウシバ（コウ

ボウムギ群落に変化した。平成 17 年秋季のゴミ堆積域は翌平成 18 年春季にはコウボウ

シバやケカモノハシ群落に変化した。 

2)住吉干潟 

ヨシ原が植生面積の大半を占める住吉干潟では、平成 15 年から 19 年にかけて、アイアシ

群落に若干の変化がみられるものの分布形状、出現群落ともに変化は少なく、安定した状態

が続いている。 

 

10-3-1-4 顕著な地形変化の植生分布変化の関係について 

河口干潟では、平成 16 年春季と秋季の間および平成 16 年秋季と平成 17 年春季の間に、

顕著な形状変化が確認された。前述の通り平成 16 年には 7～10 月の毎月末に台風による著

しい増水が記録されており、この間の顕著な地形変化は増水の影響により発生したと判断で

きる。この地形変化と連動して、希少種であるイセウキヤガラ群落が平成 17 年度に消滅し

以降は再確認されていない事から、平成 16 年に増水により生じた砂丘上流端の後退や、砂

丘部分の分断により、満潮時の河川水流入状態が変化したことが、イセウキヤガラ消失の原

因である可能性が窺える。 

また、河口干潟のヨシ群落内において、アイアシ群落の面積が少しずつ拡大している現象

については、アイアシの生育基盤がヨシに比べやや高地盤であることから、堆砂などによる

地盤高の変化に伴うものではないかと推測される。 

最後に、主要な海浜植生であるケカモノハシ、コウボウシバ、コウボウムギ主体の群落内

に、徐々にナルトサワギク等が混成しつつある状況は平成 18、19 年度に顕著な増水が発生

せず、砂丘の高地盤部分に少しずつ陸生の草本群落が成長しつつある事が窺える。 

上記の通り、現在の河口干潟の植生分布は、概ね安定した分布状況であるが、平成 16 年

度の要に顕著な地形変化による群落自体が消滅する場合は、干潟という不安定な地域特性上

アイアシ群落の緩やかな拡大の様に、微妙な変化が毎年発生している状況が確認された。 
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図 10-3-1(1)  植生分布の経年変化-平成 15 年度秋季 植生図（河口干潟） 
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図 10-3-1(2)  植生分布の経年変化-平成 16 年度春季 植生図（河口干潟） 
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図 10-3-1(3)  植生分布の経年変化-平成 16 年度秋季 植生図（河口干潟） 
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図 10-3-1(4)  植生分布の経年変化-平成 17 年度春季 植生図（河口干潟） 
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図 10-3-1(5)  植生分布の経年変化-平成 17 年度秋季 植生図（河口干潟） 
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図 10-3-1(6)  植生分布の経年変化-平成 18 年度春季 植生図（河口干潟） 
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図 10-3-1(7)  植生分布の経年変化-平成 18 年度秋季 植生図（河口干潟） 
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図 10-3-2(1)  植生分布の経年変化-平成 15 年度 植生図（住吉干潟） 
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図 10-3-2(2)  植生分布の経年変化-平成 16 年度春季 植生図（住吉干潟） 
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図 10-3-2(3)  植生分布の経年変化-平成 16 年度秋季 植生図（住吉干潟） 
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図 10-3-2(4)  植生分布の経年変化-平成 17 年度春季 植生図（住吉干潟） 
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図 10-3-2(5)  植生分布の経年変化-平成 17 年度秋季 植生図（住吉干潟） 
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図 10-3-2(6)  植生分布の経年変化-平成 18 年度春季 植生図（住吉干潟） 
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図 10-3-2(7)  植生分布の経年変化-平成 18 年度秋季 植生図（住吉干潟）
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10-3-2 植物相の経年変化 

調査対象区域の植物相の経年変化をみるため、平成 15 年度～平成 19 年度の出現種につい

てとりまとめた。年度別出現状種状況を表 10-3-2 に、希少種の出現状況を表 10-3-3 に、帰

化率の経年変化を表 10-3-4 および図 10-3-3 に示した。 

10-3-2-1  希少種の出現状況 

希少種については、平成 15～19 年度の調査において、コギシギシ、コイヌガラシ、カワ

ヂシャ、ウラギク、イセウキヤガラの計 5種が出現した。 

種毎に出現状況の推移をみると、以下の通りであった。 

 

• コギシギシ、コイヌガラシの 2種は、平成 17 年度にのみ出現していた。 
• カワヂシャは、平成 17～19 年度に出現していた。 
• ウラギクは、全ての年度に出現していた。 
• イセウキヤガラは、平成 15～17 年度に出現していた。 
 

上記 5種のうち、コギシギシ、コイヌガラシ、カワヂシャの 3種についてはいずれも一年

草であり、河口近くにもみられるものの、本来淡水の水際や浅湿地に生育する植物である。

経年的に不規則な出現状況から、調査対象区域における分布は、種子の漂着など一時的なも

のと考えられる。 

ウラギクは、塩生湿地という特殊な環境に生育する多年草である。全ての年度で出現して

いる点や、前項の植生図においても、継続的に群落を形成していることから、調査対象区域

の環境に適応した種であると判断できる。 

イセウキヤガラは、汽水域という特殊な環境に生育する多年生の抽水植物である。平成

16 年度春季までは群落を形成していたが、平成 18 年度以降出現が確認されていない。この

事から、平成 18 年度以降イセウキヤガラの生育に適した環境が消滅した可能性が推定され

る。 

 

10-3-2-2  出現種類数の経年変化 

平成 15 年度からの出現種類数の推移をみると、平成 17 年度に 216 種と、H16 年度に比べ 2

倍強増加していた。この現象は、平成 16 年度の増水発生の際に吉野川上流から多様な植物

の種子が河口干潟に漂着し、成育した可能性が考えられる。 

 

10-3-2-3  帰化率の経年変化 

 平成 15 年度からの帰化率の推移をみると、出現種類数が増加した平成 17 年度に 38.0％

と平成 16 年度に比べて 10％程度増加した。その後は 40％弱の帰化率で推移し今年度も顕著

な外来種の増加傾向は確認されなかった。平成 17 年度の帰化率の増加は、出現種類数の増

加と同様に、平成 16 年度の増水発生の際に吉野川上流から外来種の種子が移入した可能性

が考えられる。 
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●
●

●
88

ゲ
ン
ゲ

●
●

89
ツ
ル
マ
メ

●
●

90
ヤ
ブ
マ
メ

●
91

メ
ド
ハ
ギ

●
●

●
●

●

種
名

河
口
干
潟

希
少
種

外
来
種

全
体

中
州

グ
ラ
ン
ド
横

H
1
5

H
1
6

H
1
7

H
1
8

H
1
9

住
吉
干
潟

H
1
5

H
1
6

H
1
7

H
1
8

H
1
9

H
1
7

H
1
8

H
1
9

番 号

バ
ラ

マ
メ

分
類
群

被
子
植
物

双
子
葉
植
物

離
弁
花
類

ベ
ン
ケ
イ
ソ
ウ

科
名

ア
カ
ザ

ヒ
ユ

キ
ン
ポ
ウ
ゲ

ア
ブ
ラ
ナ

 



 

 

3-10-83

表
1
0
-
3
-
2
(
3
)
 
 
 
植
物
相
経
年
変
化
(
3
/
7
)
 

9
月

1
0
月
1
1
月

5
月

9
月

5
月

9
月

6
月

1
0
月

5
月

1
0
月

9
月

1
0
月
1
1
月

5
月

9
月

5
月

9
月

6
月

1
0
月

5
月

1
0
月

5
月

9
月

6
月

1
0
月

5
月

1
0
月

92
カ
タ
バ
ミ

●
●

93
オ
ッ
タ
チ
カ
タ
バ
ミ

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

9
4

ム
ラ
サ
キ
カ
タ
バ
ミ

●
●

要
(2
)

95
フ
ウ
ロ
ソ
ウ

ア
メ
リ
カ
フ
ウ
ロ

●
●

96
エ
ノ
キ
グ
サ

●
●

97
オ
オ
ニ
シ
キ
ソ
ウ

●
●

98
ナ
ン
キ
ン
ハ
ゼ

●
●

●
99

セ
ン
ダ
ン

セ
ン
ダ
ン

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
1
00

ウ
ル
シ

ヌ
ル
デ

●
1
01

グ
ミ

ア
キ
グ
ミ

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

1
02

ウ
リ

ア
レ
チ
ウ
リ

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
特
,W
10
0

1
03

メ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ

●
●

●
●

●
●

要
(2
)

1
04

オ
オ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ

●
●

1
05

コ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

要
(2
)

マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
属
の
一
種

〇
1
06

ハ
マ
ボ
ウ
フ
ウ

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
1
07

オ
ヤ
ブ
ジ
ラ
ミ

●
●

●
●

●
ヤ
ブ
ジ
ラ
ミ
属
の
一
種

●
1
08

ノ
チ
ド
メ

●
1
09

マ
ツ
バ
ゼ
リ

●
●

1
10

サ
ク
ラ
ソ
ウ

コ
ナ
ス
ビ

●
●

1
11

ガ
ガ
イ
モ

ガ
ガ
イ
モ

●
●

●
1
12

オ
オ
フ
タ
バ
ム
グ
ラ

●
●

●
●

●
●

●
要
(2
)

1
13

ヘ
ク
ソ
カ
ズ
ラ

●
●

●
●

1
14

ヤ
エ
ム
グ
ラ

●
●

●
1
15

ハ
マ
ヒ
ル
ガ
オ

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

1
16

コ
ヒ
ル
ガ
オ

●
1
17

ハ
マ
ネ
ナ
シ
カ
ズ
ラ

●
1
18

ア
メ
リ
カ
ネ
ナ
シ
カ
ズ
ラ

●
●

●
●

●
●

要
(2
)

1
19

ア
サ
ガ
オ

●
●

1
20

マ
ル
バ
ア
メ
リ
カ
ア
サ
ガ
オ

●
●

1
21

キ
ュ
ウ
リ
グ
サ

●
●

●
1
22

ハ
ナ
イ
バ
ナ

●
1
23

ハ
マ
ゴ
ウ

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
1
24

ア
レ
チ
ハ
ナ
ガ
サ

●
●

1
25

シ
ソ

●
1
26

ト
ウ
バ
ナ

●
●

1
27

ホ
ト
ケ
ノ
ザ

●
●

1
28

ク
コ

●
1
29

オ
オ
イ
ヌ
ホ
オ
ズ
キ

●
●

●
●

●
1
30

ア
メ
リ
カ
イ
ヌ
ホ
オ
ズ
キ

●
●

●
1
31

イ
ヌ
ホ
オ
ズ
キ

●
●

●
●

●
ﾅ
ｽ
属
の
一
種

●
●

1
32

マ
ツ
バ
ウ
ン
ラ
ン

●
●

●
●

●
1
33

ト
キ
ワ
ハ
ゼ

●
●

●
●

●
1
34

ム
ラ
サ
キ
サ
ギ
ゴ
ケ

●

H
1
9

H
1
7

H
1
8

H
1
9

住
吉
干
潟

希
少
種

外
来
種

全
体

中
州

グ
ラ
ン
ド
横

H
1
7

H
1
5

H
1
6

H
1
8

河
口
干
潟

H
1
5

H
1
6

H
1
7

H
1
8

H
1
9

番 号
分
類
群

科
名

種
名

カ
タ
バ
ミ

ト
ウ
ダ
イ
グ
サ

ア
カ
ネ

セ
リ

ヒ
ル
ガ
オ

ア
カ
バ
ナ

ナ
ス

シ
ソ

被
子
植
物

双
子
葉
植
物

合
弁
花
類

被
子
植
物

双
子
葉
植
物

離
弁
花
類

ク
マ
ツ
ヅ
ラ

ム
ラ
サ
キ

ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ

 



 

 

3-10-84

表
1
0
-
3
-
2
(
4
)
 
 
 
植
物
相
経
年
変
化
(
4
/
7
)
 

9
月

1
0
月
1
1
月

5
月

9
月

5
月

9
月

6
月

1
0
月

5
月

1
0
月

9
月

1
0
月
1
1
月

5
月

9
月

5
月

9
月

6
月

1
0
月

5
月

1
0
月

5
月

9
月

6
月

1
0
月

5
月

1
0
月

1
35

タ
チ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

1
36

オ
オ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ

●
●

●
●

●
1
37

カ
ワ
ヂ
シ
ャ

●
●

●
●

●
●

N
T
、
N
T
(徳
)

1
38

ム
シ
ク
サ

●
●

●
1
39

ヒ
サ
ウ
チ
ソ
ウ

●
●

●
1
40

ビ
ロ
ー
ド
モ
ウ
ズ
イ
カ

●
●

1
41

キ
ツ
ネ
ノ
マ
ゴ
キ
ツ
ネ
ノ
マ
ゴ

●
●

●
1
42

オ
オ
バ
コ

●
●

1
43

タ
チ
オ
オ
バ
コ

●
●

1
44

キ
キ
ョ
ウ
ソ
ウ

●
●

●
1
45

ヒ
ナ
キ
キ
ョ
ウ
ソ
ウ

●
●

●
●

●
●

●
1
46

ヒ
ナ
ギ
キ
ョ
ウ

●
●

●
1
47

カ
ワ
ラ
ヨ
モ
ギ

●
●

●
1
48

ヒ
メ
ヨ
モ
ギ

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
1
49

オ
ト
コ
ヨ
モ
ギ

●
1
50

ヨ
モ
ギ

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
ヨ
モ
ギ
属
の
一
種

●
1
51

ヒ
ロ
ハ
ホ
ウ
キ
ギ
ク

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
1
52

ホ
ウ
キ
ギ
ク

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
1
53

ウ
ラ
ギ
ク

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
V
U
,V
U
(徳
)

1
54

ノ
コ
ン
ギ
ク

●
1
55

ア
メ
リ
カ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ

●
●

●
●

●
●

●
要
(2
)

1
56

コ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

要
(2
)

1
57

コ
バ
ノ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ

●
●

●
●

セ
ン
ダ
ン
グ
サ
属
の
一
種

●
1
58

オ
オ
ア
レ
チ
ノ
ギ
ク

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
要
(2
),W
1
0
0

1
59

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク

●
特
,W
10
0

1
60

ハ
ル
シ
ャ
ギ
ク

●
●

1
61

ア
メ
リ
カ
タ
カ
サ
ブ
ロ
ウ

●
●

●
●

1
62

タ
カ
サ
ブ
ロ
ウ

●
1
63

ヒ
メ
ム
カ
シ
ヨ
モ
ギ

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
要
(2
)

1
64

ケ
ナ
シ
ヒ
メ
ム
カ
シ
ヨ
モ
ギ
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
1
65

ハ
ハ
コ
グ
サ

●
●

●
●

●
●

1
66

タ
チ
チ
チ
コ
グ
サ

●
●

●
●

●
●

1
67

チ
チ
コ
グ
サ
モ
ド
キ

●
●

●
●

●
●

●
●

1
68

キ
ク
イ
モ

●
●

1
69

キ
ツ
ネ
ア
ザ
ミ

●
●

1
70

ブ
タ
ナ

●
要
(2
)

1
71

オ
オ
ヂ
シ
バ
リ

●
●

●
ニ
ガ
ナ
の
一
種

●
1
72

ヨ
メ
ナ

●
●

●
1
73

ア
キ
ノ
ノ
ゲ
シ

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

1
74

ホ
ソ
バ
ア
キ
ノ
ノ
ゲ
シ

●
●

●
●

●
●

1
75

カ
ミ
ツ
レ

●
●

1
7
6

ナ
ル
ト
サ
ワ
ギ
ク

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

特
1
77

セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

要
(1
),W
1
0
0

H
1
7

H
1
8

H
1
9

H
1
5

H
1
6

H
1
7

H
1
7

H
1
8

H
1
9

H
1
5

H
1
6

住
吉
干
潟

希
少
種

外
来
種

全
体

中
州

グ
ラ
ン
ド
横

H
1
8

H
1
9

番 号
分
類
群

科
名

種
名

河
口
干
潟

被
子
植
物

双
子
葉
植
物

合
弁
花
類

ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ

キ
ク

キ
キ
ョ
ウ

オ
オ
バ
コ

 



 

 

3-10-85

表
1
0
-
3
-
2
(
5
)
 
 
 
植
物
相
経
年
変
化
(
5
/
7
)
 

9
月

1
0
月
1
1
月

5
月

9
月

5
月

9
月

6
月

1
0
月

5
月

1
0
月

9
月

1
0
月
1
1
月

5
月

9
月

5
月

9
月

6
月

1
0
月

5
月

1
0
月

5
月

9
月

6
月

1
0
月

5
月

1
0
月

1
78

ノ
ゲ
シ

●
●

●
●

1
79

オ
ニ
ノ
ゲ
シ

●
●

●
●

●
1
80

ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン

●
●

●
●

●
●

要
(2
),W
1
0
0

1
81

カ
ン
サ
イ
タ
ン
ポ
ポ

●
●

1
82

セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ

●
●

T
ar
ax
ac
um
属
の
一
種

●
1
83

オ
オ
オ
ナ
モ
ミ

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
要
(2
),W
1
0
0

1
84

オ
ニ
タ
ビ
ラ
コ

●
●

●
●

●
1
85

ノ
ビ
ル

●
●

●
1
86

タ
カ
サ
ゴ
ユ
リ

●
●

1
87

テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ

●
●

(園
芸
逸
出
)

1
88

ア
ツ
バ
キ
ミ
ガ
ヨ
ラ
ン

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

1
89

ハ
マ
オ
モ
ト

●
ハ
マ
オ
モ
ト
属
の
一
種

●
●

●
1
90

ニ
ガ
カ
シ
ュ
ウ

●
●

●
●

●
1
91

オ
ニ
ド
コ
ロ

●
1
92

ヤ
マ
ノ
イ
モ

ヤ
マ
ノ
イ
モ

●
1
93

オ
オ
ニ
ワ
ゼ
キ
シ
ョ
ウ

●
●

1
94

ニ
ワ
ゼ
キ
シ
ョ
ウ

●
●

●
●

●
●

1
95

ク
サ
イ

●
●

1
96

ヒ
メ
コ
ウ
ガ
イ
ゼ
キ
シ
ョ
ウ

●
●

1
97

ス
ズ
メ
ノ
ヤ
リ

●
1
98

ツ
ユ
ク
サ

ツ
ユ
ク
サ

●
●

●
●

●
●

●
1
99

ア
オ
カ
モ
ジ
グ
サ

●
●

2
00

カ
モ
ジ
グ
サ

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
2
01

ア
オ
カ
モ
ジ
ク
サ

●
2
02

コ
ヌ
カ
グ
サ

●
2
03

ヌ
カ
ボ

●
2
04

ヌ
カ
ス
ス
キ

●
●

2
05

ハ
ナ
ヌ
カ
ス
ス
キ

●
●

●
2
06

ス
ズ
メ
ノ
テ
ッ
ポ
ウ

●
●

2
07

セ
ト
ガ
ヤ

●
2
08

メ
リ
ケ
ン
カ
ル
カ
ヤ

●
要
(2
)

2
09

ハ
ル
ガ
ヤ

●
●

2
10

カ
ラ
ス
ム
ギ

●
●

●
●

●
●

2
11

ミ
ノ
ゴ
メ

●
●

●
●

●
●

●
2
12

ヒ
メ
コ
バ
ン
ソ
ウ

●
●

●
●

●
●

●
2
13

イ
ヌ
ム
ギ

●
●

●
●

●
●

2
14

ス
ズ
メ
ノ
チ
ャ
ヒ
キ

●
●

2
15

ヤ
マ
ア
ワ

●
●

●
●

●
●

●
●

2
16

ギ
ョ
ウ
ギ
シ
バ

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
2
17

カ
モ
ガ
ヤ

●
要
(4
),W
1
0
0

2
18

メ
ヒ
シ
バ

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
2
19

ア
キ
メ
ヒ
シ
バ

●
●

2
20

ハ
マ
ガ
ヤ

●
●

2
21

イ
ヌ
ビ
エ

●
●

●
●

被
子
植
物

単
子
葉
植
物

イ
ネ

被
子
植
物

双
子
葉
植
物

合
弁
花
類

キ
ク

ア
ヤ
メ

イ
グ
サ

ユ
リ

ヒ
ガ
ン
バ
ナ

H
1
7

H
1
8

H
1
9

H
1
9

H
1
5

H
1
6

H
1
8

希
少
種

外
来
種

全
体

中
州

グ
ラ
ン
ド
横

H
1
7

H
1
9

河
口
干
潟

住
吉
干
潟

H
1
5

H
1
6

H
1
7

H
1
8

番 号
分
類
群

科
名

種
名

ヤ
マ
ノ
イ
モ

 



 

 

3-10-86

表
1
0
-
3
-
2
(
6
)
 
 
 
植
物
相
経
年
変
化
(
6
/
7
)
 

9
月

1
0
月
1
1
月

5
月

9
月

5
月

9
月

6
月

1
0
月

5
月

1
0
月

9
月

1
0
月
1
1
月

5
月

9
月

5
月

9
月

6
月

1
0
月

5
月

1
0
月

5
月

9
月

6
月

1
0
月

5
月

1
0
月

2
22

ケ
イ
ヌ
ビ
エ

●
2
23

オ
ヒ
シ
バ

●
●

●
●

2
24

シ
ナ
ダ
レ
ス
ズ
メ
ガ
ヤ

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

要
(4
),W
1
0
0

2
25

カ
ゼ
ク
サ

●
2
26

オ
ニ
ウ
シ
ノ
ケ
グ
サ

●
●

●
●

●
●

●
●

●
要
(4
),W
1
0
0

2
27

オ
オ
ウ
シ
ノ
ケ
グ
サ

●
●

●
2
28

ケ
ナ
シ
チ
ガ
ヤ

●
2
29

チ
ガ
ヤ

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

2
30

ケ
カ
モ
ノ
ハ
シ

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
2
31

ア
ゼ
ガ
ヤ

●
2
32

ネ
ズ
ミ
ホ
ソ
ム
ギ

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

要
(4
')

2
33

オ
ギ

●
●

●
●

2
34

ス
ス
キ

●
●

●
●

●
2
35

オ
オ
ク
サ
キ
ビ

●
●

●
●

●
2
36

シ
マ
ス
ズ
メ
ノ
ヒ
エ

●
●

2
37

キ
シ
ュ
ウ
ス
ズ
メ
ノ
ヒ
エ

●
●

2
38

ア
メ
リ
カ
ス
ズ
メ
ノ
ヒ
エ

●
●

●
●

2
39

タ
チ
ス
ズ
メ
ノ
ヒ
エ

●
●

2
40

ア
イ
ア
シ

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

2
41

ク
サ
ヨ
シ

●
●

2
42

ヨ
シ

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

2
43

ツ
ル
ヨ
シ

●
●

●
●

●
●

2
44

セ
イ
タ
カ
ヨ
シ

●
●

●
●

●
●

●
●

●
2
45

メ
ダ
ケ

●
●

●
●

●
●

●
●

●
2
46

ミ
ゾ
イ
チ
ゴ
ツ
ナ
ギ

●
●

●
2
47

ス
ズ
メ
ノ
カ
タ
ビ
ラ

●
●

●
●

●
●

●
2
48

ツ
ク
シ
ス
ズ
メ
ノ
カ
タ
ビ
ラ

●
●

2
49

イ
チ
ゴ
ツ
ナ
ギ

●
●

●
●

●
●

●
2
50

タ
マ
オ
オ
ス
ズ
メ
ノ
カ
タ
ビ
ラ

●
●

●
●

●
●

●
2
51

ヒ
エ
ガ
エ
リ

●
●

●
●

●
●

2
52

ア
キ
ノ
エ
ノ
コ
ロ
グ
サ

●
●

●
2
53

コ
ツ
ブ
キ
ン
エ
ノ
コ
ロ

●
●

●
●

2
54

キ
ン
エ
ノ
コ
ロ

●
●

●
●

●
●

●
2
55

セ
イ
バ
ン
モ
ロ
コ
シ

●
●

●
●

●
●

●
●

2
56

ネ
ズ
ミ
ノ
オ

●
●

●
2
57

カ
ニ
ツ
リ
グ
サ

●
●

2
58

ナ
ギ
ナ
タ
ガ
ヤ

●
●

●
●

●
●

●
2
59

シ
バ

●
●

イ
ネ
科
の
一
種

●
●

2
60

サ
ト
イ
モ

サ
ト
イ
モ

●
逸
出

2
61

ウ
キ
ク
サ

ア
オ
ウ
キ
ク
サ

●
●

●
2
62

コ
ウ
ボ
ウ
ム
ギ

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
2
63

コ
ウ
ボ
ウ
シ
バ

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
2
64

シ
オ
ク
グ

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
ス
ゲ
属
の
一
種

〇
2
65

ア
イ
ダ
ク
グ

●

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ

被
子
植
物

単
子
葉
植
物

イ
ネ

H
1
9

H
1
5

H
1
6

H
1
8

H
1
7

H
1
8

H
1
9

H
1
7

希
少
種

外
来
種

全
体

中
州

グ
ラ
ン
ド
横

H
1
9

河
口
干
潟

住
吉
干
潟

H
1
5

H
1
6

H
1
7

H
1
8

番 号
分
類
群

科
名

種
名
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表
1
0
-
3
-
2
(
7
)
 
 
 
植
物
相
経
年
変
化
(
7
/
7
)
 

9
月

1
0
月
1
1
月

5
月

9
月

5
月

9
月

6
月

1
0
月

5
月

1
0
月

9
月

1
0
月
1
1
月

5
月

9
月

5
月

9
月

6
月

1
0
月

5
月

1
0
月

5
月

9
月

6
月

1
0
月

5
月

1
0
月

2
66

ヒ
メ
ク
グ

●
2
67

ア
ゼ
ガ
ヤ
ツ
リ

●
2
68

コ
ゴ
メ
ガ
ヤ
ツ
リ

●
●

●
2
69

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ

●
2
70

イ
ガ
ガ
ヤ
ツ
リ

●
●

2
71

ハ
マ
ス
ゲ

●
●

2
72

イ
ソ
ヤ
マ
テ
ン
ツ
キ

●
●

●
●

●
●

2
73

イ
セ
ウ
キ
ヤ
ガ
ラ

●
●

●
●

●
V
U
(徳
)

64
57

53
56

4
3
11
8
10
2

77
67

1
16

68
6

1
5

1
1

19
16

81
41

5
3

8
6
2

8
87

62
32

2
4

8
0

3
1

5
10
3

注
1
)重
要
種
選
定
基
準

・
「
文
化
財
保
護
法
」
（
1
9
5
0
）
に
お
け
る
特
別
天
然
記
念
物
、
国
・
府
・
県
・
市
・
町
指
定
天
然
記
念
物

・
「
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
」
（
1
9
9
3
）
に
お
け
る
希
少
野
生
動
植
物
種

・
「
改
訂
・
日
本
の
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
生
物
－
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
－
 ８
植
物
Ⅰ
（
維
管
束
植
物
）
」
（
環
境
庁
．
(財
)自
然
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
．
2
00
0
）

E
ｘ
：
絶
滅
、
E
w
：
野
生
絶
滅
、
C
R
：絶
滅
危
惧
Ⅰ
A
類
、
E
N
：
絶
滅
危
惧
Ⅰ
B
類
、
V
U
：
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
、
N
T
：
準
絶
滅
危
惧
、
D
D
：
情
報
不
足

・
「
徳
島
県
の
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
生
物
」
（
徳
島
県
．
2
0
0
1
）

E
ｘ
(徳
)：
絶
滅
、
C
R
+
E
N
(徳
)：
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類
、
V
U
(徳
)：
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
、
N
T
(徳
)：
準
絶
滅
危
惧
、
D
D
(徳
)：
情
報
不
足
、
Ｌ
Ｐ
(徳
)：
地
域
個
体
群
、
Ａ
Ｎ
(徳
)：
留
意

注
2
)
外
来
種
選
定
に
あ
た
っ
て
参
考
と
し
た
資
料

a
)
『
雑
草
の
自
然
史
－
た
く
ま
し
さ
の
生
態
学
－
』
付
表
「
日
本
へ
の
帰
化
植
物
一
覧
表
」
（
山
口
裕
文
．
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
．
1
9
9
7
）

b
)
『
原
色
日
本
帰
化
植
物
図
鑑
』
（
長
田
武
正
.
保
育
社
．
1
9
8
6
）

c
)
『
日
本
帰
化
植
物
写
真
図
鑑
－
P
l
a
n
t
 
i
n
va
d
e
r
6
0
0
種
－
』
（
清
水
矩
宏
・
森
田
弘
彦
・
廣
田
伸
七
．
全
国
農
村
教
育
協
会
．
2
0
0
1
）

d
)
『
－
報
道
資
料
－
 
 
我
が
国
の
移
入
種
（
外
来
種
）
リ
ス
ト
（
2
0
0
2
年
５
月
版
）
』
（
環
境
省
.
2
0
0
2
）

e
)
『
外
来
種
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
（
日
本
生
態
学
会
．
地
人
書
館
．
2
0
0
2
）

f
)
『
日
本
の
帰
化
植
物
』
（
清
水
建
美
．
平
凡
社
．
2
0
0
3
）

g
)
『
河
川
に
お
け
る
外
来
種
対
策
に
向
け
て
（
案
）
』
（
外
来
種
影
響
・
対
策
研
究
会
．
財
団
法
人
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト
整
備
セ
ン
タ
ー
．
2
0
0
1
）

h
)
「
外
来
生
物
法
」
（
環
境
省
　
自
然
環
境
局
　
野
生
生
物
課
,
2
0
0
5
）
に
お
け
る
特
定
外
来
生
物
、
要
注
意
外
来
生
物

i
)
『
検
索
入
門
針
葉
樹
』
（
中
川
重
年
．
保
育
社
．
1
9
9
3
）
,

j
)
『
山
渓
ハ
ン
デ
ィ
図
鑑
３
 
 
樹
に
咲
く
花
 
 
離
弁
花
①
』
（
茂
木
透
・
石
井
英
美
・
崎
尾
均
・
吉
山
寛
ほ
か
．
山
と
渓
谷
社
．
2
0
0
0
）
,

k
)
『
山
渓
ハ
ン
デ
ィ
図
鑑
４
 
 
樹
に
咲
く
花
 
 
離
弁
花
②
』
（
茂
木
透
・
城
川
四
郎
・
高
橋
秀
男
・
中
川
重
年
ほ
か
．
山
と
渓
谷
社
．
2
0
0
0
）
,

l
)
『
山
渓
ハ
ン
デ
ィ
図
鑑
５
 
 
樹
に
咲
く
花
 
 
合
弁
花
・
単
子
葉
・
裸
子
植
物
』
（
茂
木
透
・
太
田
和
夫
・
勝
山
輝
男
・
高
橋
秀
男
ほ
か
．
山
と
渓
谷
社
．
2
00
1）
,

注
3
)
「
外
来
種
」
欄
の
記
述
内
容
に
つ
い
て

特
：
特
定
外
来
生
物
(
外
来
種
選
定
参
考
資
料
「
h
」
よ
り
)

要
：
要
注
意
外
来
生
物
(
外
来
種
選
定
参
考
資
料
「
h
」
よ
り
)

(
1
)
被
害
に
係
る
一
定
の
知
見
は
あ
り
、
引
き
続
き
指
定
の
適
否
に
つ
い
て
検
討
す
る
外
来
生
物

(
2
)
被
害
に
係
る
知
見
が
不
足
し
て
お
り
、
引
き
続
き
情
報
の
集
積
に
努
め
る
外
来
生
物

(
3
)
選
定
の
対
象
と
な
ら
な
い
が
注
意
喚
起
が
必
要
な
外
来
生
物
（
他
法
令
の
規
制
対
象
種
、

現
在
植
物
防
疫
法
の
規
制
対
象
と
な
っ
て
い
る
４
種
の
外
来
生
物
が
選
定
さ
れ
て
い
る
。

無
脊
椎
動
物
：
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
、
ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
、
昆
虫
類
：
ホ
ソ
オ
チ
ョ
ウ
、
ア
カ
ボ
シ
ゴ
マ
ダ
ラ
)
。
今
回
該
当
種
無
し
。

(
4
)
別
途
総
合
的
な
取
組
み
を
進
め
る
外
来
生
物
（
緑
化
植
物
）

(
「
(
'
)
」
の
種
は
、
直
接
指
定
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
要
注
意
外
来
生
物
同
士
の
雑
種
で
、
要
注
意
外
来
生
物
に
準
ず
る
と
判
断
さ
れ
る
種
。
今
回
は
ネ
ズ
ミ
ホ
ソ
ム
ギ
の
み
。
)

W
1
0
0
：
外
来
種
選
定
参
考
資
料
「
e
」
に
お
け
る
「
ワ
ー
ス
ト
1
0
0
」
該
当
種

河
口
干
潟

住
吉
干
潟

被
子
植
物

単
子
葉
植
物

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ

H
1
9

H
1
7

外
来
種

全
体

中
州

グ
ラ
ン
ド
横

H
1
5

H
1
6

H
1
7

H
1
8

希
少
種

H
1
5

H
1
6

H
1
7

H
1
8

H
1
9

H
1
8

H
1
9

番 号
分
類
群

科
名

種
名

合
計
　
　
55
科
　
27
3種

 

 



 

 3-10-88

 

表 10-3-3  希少種の年度別出現状況 

 

 

 

表 10-3-4   年度別の帰化率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 10-3-3   帰化率の経年変化 

 

 

 

29.3 29.2

38.0 38.5 39.2

0

50

100

150

200

250

H.15 H.16 H.17 H.18 H.19

調査年度

出
現
種
数

0
5

10
15
20

25
30
35

40
45

帰
化
率
（
％
）

総出現種数 帰化種 帰化率

項目／調査年度 H.15 H.16 H.17 H.18 H.19
総出現種数 82 89 216 130 181
帰化種 24 26 82 50 71
帰化率(％) 29.3 29.2 38.0 38.5 39.2
注：数値は各年度報告書の値を使用した。

H15 H16 H17 H18 H19 H15 H16 H17 H18 H19

1 タデ コギシギシ ● ● VU、NT(徳)

2 アブラナ コイヌガラシ ● ● NT、NT(徳)

3 ゴマノハグサ カワヂシャ ● ● ● ● ● ● NT、NT(徳)

4 キク ウラギク ● ● ● ● ● VU,VU(徳)

5 カヤツリグサ イセウキヤガラ ● ● ● VU(徳)

注)重要種選定基準

・「文化財保護法」（1950）における特別天然記念物、国・府・県・市・町指定天然記念物

・「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」（1993）における希少野生動植物種

・「改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物－レッドデータブック－ ８植物Ⅰ（維管束植物）」（環境庁．(財)自然環境研究センター．2000）

Eｘ：絶滅、Ew：野生絶滅、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足

・「徳島県の絶滅のおそれのある野生生物」（徳島県．2001）

Eｘ(徳)：絶滅、CR+EN(徳)：絶滅危惧Ⅰ類、VU(徳)：絶滅危惧Ⅱ類、NT(徳)：準絶滅危惧、DD(徳)：情報不足、ＬＰ(徳)：地域個体群、ＡＮ(徳)：留意

河口干潟 住吉干潟
選定基準No. 科名 種名
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10-3-3 ヨシ群落の経年変化 

調査対象区域のヨシ群落は、その一部が環境省の特定植物群落に指定されるなど、地域の

生態系、景観および物質循環にとって重要な要素を担っていると考えられる。ここでは平成

15～19 年度にかけて実施された植物調査結果から、ヨシ群落の経年変化を整理した。 

 

10-3-3-1 分布状況の変化 

ヨシ群落の分布状況については、10-3-1「植生分布の経年変化」で述べたように、河口干

潟、住吉干潟ともに、平成 15～19 年度にかけて基本的な分布パターンに大きな変化はみら

れなかった。 

 

10-3-3-2 面積の推移 

平成 17～19 年度の各年度におけるヨシ群落の面積を、表 10-3-5 および図 10-3-4 に示し

た。 

ヨシ群落面積の推移を地域別にみると、河口干潟については、平成 17 年秋季に一度減少

したものの翌年には回復し、その後あまり大きな変化はみられない。また住吉干潟（中洲）

については、小幅な増減があるものの、概ね変化は少なく、住吉干潟(右岸側)については、

平成 17 年から 19 年にかけて、若干の減少傾向がみられ今年度（平成 19 年度）やや大きく

減少した。 

 

表 10-3-5  年度別にみたヨシ群落の面積 

調査年 河口干潟
住吉干潟
(右岸側)

住吉干潟
(中州)

総計
H17.春との
比率(%)

変動率(%)

H.17.春 47,183 32,078 12,595 91,856 100.0 -
H.17.秋 44,878 31,658 13,124 89,660 97.6 -2.4
H.18.春 49,124 31,228 13,851 94,203 102.6 2.6
H.18.秋 49,301 30,844 13,359 93,505 101.8 1.8
H.19.春 49,430 29,787 12,950 92,166 100.3 0.3
H.19.秋 48,024 26,508 13,327 87,859 95.6 -4.4

注：変動率は平成17年5月の面積を100%として、増減の割合を％で表示したものである。  
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図 10-3-4   ヨシ群落の面積の推移 
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10-3-3-3 平成 19 年度調査におけるヨシの矮生化現象 

本年度(平成 19 年度)調査では、調査対象区域内のヨシ群落に矮生化現象が顕著にみられ

た。この現象は、河口干潟と住吉干潟の両方においてほぼ全域のヨシ群落で認められた。 

本年度調査におけるヨシの茎高について、10-2-3「高茎草本群落調査結果」より、ヨシと

アイアシの茎高と地盤高との関係を図 10-3-5 に示した。 

この図より、低地盤域におけるヨシの平均茎高は概ね低く、アイアシと混生するような地

盤の高い場所で茎高がやや高くなっていることが確認できる。 
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図 10-3-5   平成 19 年度調査におけるヨシ茎高と地盤高 

 

 

ヨシの密度、茎高、茎径について、平成 18 年度の状況と比較するため、両年度のデータ

からヨシのデ－タを抽出し、地盤高との関係と合わせて、図 10-3-6～図 10-3-8 および表

10-3-6 に取りまとめた。 

これらの図表から H18、H19 年度のヨシの状況を比較すると、今年度の生育密度（生茎本

数）は、平成 18 年度の約 50％（平成 18 年：18.2 本、平成 19 年：9.4 本）であり、密度が

顕著に低下している事が確認された。 

また茎高は、平成 18 年度平均茎高 1.36ｍに対し、平成 19 年度は 0.77ｍと平成 18 年度の

約 60％であったことが確認でき、地点別に比較しても全地点で茎高は平成 18 年度より低く

なっていた。また、「日本の重要な植物群落 II 四国版 徳島県・香川県・愛媛県・高知県」

(環境庁.1988)に記載されたヨシの群落高 1.8ｍと比べると、50％以下の低い群落高であっ

た。 
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図 10-3-6   平成 18 年度と 19 年度のヨシ茎密度の比較 
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図 10-3-7  平成 18 年度と 19 年度のヨシ茎高の比較 
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図 10-3-8  平成 18 年度と 19 年度のヨシ茎径の比較 
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10-3-3-4 ヨシ矮生化の原因の推定 
表 10-3-6 から、平成 18、19 年度の基盤環境（地盤高、含泥率）を比較し、図 10-3-9、

図 10-3-10 に示した。 

基盤環境を比較すると、平成 18 年度に比べ平成 19 年度の地盤高、含泥率は概ね若干高い

傾向にあった。このことからヨシ群落全体にわずかな泥分の堆積があったと推定される。 

しかしながら、地盤高や含泥率が平成 18 年度より低下した地点についても、他地点同様

にヨシの茎高や密度が下がっていることから、泥分の堆積が矮生化現象を引き起こした直接

の原因とは考えにくい。 
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図 10-3-9  ヨシ群落における平成 18 年度と 19 年度の地盤高の比較 
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図 10-3-10  ヨシ群落における平成 18 年度と 19 年度の含泥率の比較 
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図 10-3-11および表10-3-7に、徳島測候所における過去10年間の降水量の推移を示した。

また、図 10-3-12 に東環状モニタリング水質調査の塩分の経年比較を示した。 

平成 19 年の西日本は少雨であり、特に春から 6 月にかけ降水量が顕著に少なく、徳島で

は年降水量の最小値を記録している（「2007 年の日本の天候」，2008 年 1 月，気象庁発表）。  

このような気象状況を反映し、本調査対象区域周辺で実施された水質調査では、春季に平

成 18 年度より高い値を記録している。 

 この少雨と春季の高塩分が、ヨシの生育にストレスとなった可能性が推定される。 
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図 10-3-11  徳島測候所における過去 10 年間の降水量の推移 

 

 

表 10-3-7  徳島測候所における過去 10 年間の降水量 

（単位：㎜）
年 1-3月 4-6月 7-9月 10-12月 年間

1998 303.5 884.5 511.5 347.5 2047.0
1999 132.5 503.0 621.0 222.5 1479.0
2000 174.0 308.0 524.5 330.5 1337.0
2001 179.5 385.5 662.0 510.0 1737.0
2002 208.0 319.0 377.0 266.5 1170.5
2003 186.0 584.5 863.5 426.0 2060.0
2004 176.5 520.0 1130.0 802.0 2628.5
2005 140.5 121.5 539.0 197.5 998.5
2006 307.5 550.0 392.0 245.5 1495.0
2007 69.5 206.5 417.0 167.5 860.5

注：気象庁観測データより作成  
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塩分経年変化
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注 1：四季調査時の平均値をプロットした。 

注 2：塩分は平成 17 年度夏季から観測を開始している。 

 

図 10-3-12  水質調査・塩分経年変化 
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10-4 植物調査のまとめ 

 今年度の調査結果を以下に要約した 

(1)植生調査 

・ 植生群落は、春季と秋季で合計 44 群落（ゴミ堆積箇所、シナダレスズメガヤ除草跡地

を含む）が区分された。分布状況はほぼ過年度と同様で、ヨシ群落が潮間帯の砂泥域

から潮上帯の砂丘部に広がり、砂丘部分にはコウボウシバ、コウボウムギ、ケカモノ

ハシ等化海浜植物を中心に多様な群落が構成されている。 

・ 今年度確認された植物は、河口干潟 146 種，住吉干潟 116 種、合計 47 科 181 種であっ

た。出現種は、シダ植物はスギナ 1 種、裸子植物はクロマツ 1 種のみ出現し、その他

は全て被子植物であり、出現種の大半は草本植物であった。 

・ 本調査の指標種 10 種類については、イセウキヤガラ以外は今年度も確認された。 

・ 外来種は河口干潟 63 種，住吉干潟 42 種、計 72 種が出現し、帰化率（全出現種に対す

る外来種の比率）は河口干潟 43.2％，住吉干潟 36.2％、全体では 39.8％であった。

また、「特定外来生物」が 3種（アレチウリ、オオキンケイギク、ナルトサワギク）確

認され、「要注意外来生物」が 20 種確認された。 

・希少種は、カワヂシャ、ウラギクの 2種が確認された。 

(2)指標種と基盤環境の関係 

・ 地盤高でみると、在来種ではヨシ、コウボウシバ、ハマヒルガオ、ケカモノハシ、コ

ウボウムギが、外来種ではナルトサワギクがそれぞれ分布標高の幅が広かった。 

・ 含泥率でみると、在来種ではヨシ、アイアシ、ウラギク、イソヤマテンツキ、コウボ

ウシバ、ハマヒルガオ、ケカモノハシ、コウボウムギが、外来種ではナルトサワギク

が分布の幅が広かった。 

・ 地盤高、含泥率の両方から在来種のヨシ、コウボウシバ、ハマヒルガオ、ケカモノハ

シ、コウボウムギが、外来種ではナルトサワギクが本調査範囲で広範囲で分布しやす

い植物である事が確認できる。 

(3)高茎草本群落調査 

・ 全 40 地点で行った、高茎草本群落の計測では生茎密度 5～14 本/0.0625ｍ２、平均茎径

3.1～7.6mm/0.0625ｍ２、平均茎高 0.5～2.4ｍ/0.0625ｍ２の範囲にあった。 

・ 高茎草本種として計測を行った種はヨシ、アイアシ、ヒメヨモギ、ヒメムカシヨモギ

の 4 種類で、生息地盤高の範囲が広いヨシと高い地盤高位置で密度が高いアイアシが

優占種であった。また、多数の地点でヨシと思われる枯茎が残っており、計測個体の

半数以上が枯茎である地点も確認された。 

(4)経年変化 

・ 群落組成としては、潮間帯から砂丘部分まで広範囲で分布するヨシ群落は顕著な変化

もなく広範囲に確認される。砂丘部分では平成 17 年の秋季以降、緩やかに植物生息帯

が広がる傾向にあるとともに、主要な海浜植生であるケカモノハシ、コウボウシバ、

コウボウムギ主体の群落内に、徐々にナルトサワギク等が混成し、密度を増やしつつ

ある傾向が窺えた。 

・ 植物相としては、平成 15 年度から今年度の間に全 273 種の植物が確認された。経年的

な確認種類数は、平成 17 年度に 216 種が確認され、前年度の 89 種から 2 倍強が増加

し、調査期間中で最も多くの種類が確認された。今年度は、平成 18 年度の 130 種かた

やや増加し 181 種類の植物が確認された。 

・ 帰化率は平成 17 年に前年度より 10％程度高くなったが、その後は大きな変化は確認

されず、今年度は 40％弱であった。 
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・ 希少種としては、ウラギクが調査開始当初から継続して生息し、群落形成も確認され

ている。またイセウキヤガラは 18 年度以降確認されず、カワヂシャが平成 17 年度以

降毎年確認されている。 

・ ヨシの生育状況は、今年度群落面積がやや減少するとともに、平成 18 年度より密度、

茎高が著しく小さくなった。 




